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国土交通省国土交通省メンテナンス実施現場における工夫部門

当社の新幹線軌道の整備では、検測車の軌道検測データによ

り線路の歪みを補修している。しかし検測車の検測データは、

一般的な測量と異なり車両・軌道間の相対的なものであること

から、完全には歪みを整正することができず、繰り返し補修が

発生しやすかった。新幹線においても近年は、経年劣化や震災

等による歪みが線路に表れており、新幹線の安全性確保とさら

なる高速化を実現するため、オンレールで長い延長を測定でき

る絶対測量機械を活用し、絶対値による高速走行に適合した新

たな整備手法を確立し、軌道状態の改善及びコストダウンを確

立した。

• 従来、測量器を用いた線路の測量では最大でも数百m／日

程度だったところ、オンレール式の測量機器を用いること

で数十km／日の測量を達成し、作業の大幅な効率化が図

られている。

• 軌道検測車では得られない、線路形状の高精度な三次元絶

対座標系データを容易に取得し、列車走行を想定した整備

手法と高精度の仕上りを確立・実現し、軌道変位や乗心地

を大幅に改善した。

• 震災時等、軌道検測車が走行できない場面でも線形データ

を取得でき、震災復旧作業にも活用した。
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オンレール式で高精度の測量を行い、線路のゆがみを効率

的に計測するもので、軌道管理の作業軽減と高度化に寄与し

ており、新幹線以外の他社路線等への適用可能性もあること

が評価された。
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測定の様子

スラブ板横移動

この度は優秀賞という大変名誉ある賞を頂き光栄に

存じます。今回は海外の技術を柔軟に取り入れ、かつ

工夫することで不良箇所を効率よく解消したものです。

今後も工事従事員の減少・高齢化、設備の老朽化が

進んでいきますが、新幹線の安全性確保とさらなる高

速化を実現するため工夫と開発を重ねていきます。
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東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本）は、東日本

エリアで約7000kmに及ぶ鉄道事業を営む世界最大

級の旅客鉄道会社です。その中で新幹線統括本部は新

幹線約１200kmの保守管理・運行を担っています。
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